
 杏林大学では2013年度に文部科学省の「地（知）の拠点整備事業」（COC事業）に採
択されました。「新しい都市型高齢社会における地域と大学の統合知の拠点」として、「生
きがい創出」「健康寿命延伸」「災害に備えるまちづくり」の3分野を取り上げ、三鷹市、
八王子市、羽村市の3市と連携事業を進めています。 
 この地域交流活動かわら版は、連携3市との様々な取り組みを「見える化」し、更なる地
域交流活動を促進させることを目的としております。 
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ＣＯＣ事業を始めとする
様々な地域活動をお伝えす
る広報誌！！ 

•   杏林・羽村コモンズ2015 
• つながる地域と大学～羽村が杏林大学のフィールド～が開催されました！ 

ＮＥＷＳ 

  

  

  

跡見学長 

井手ゼミ 

松田副理事長 
司会の井上さん 

並木市長 

坂本ゼミ 

石井先生と学生 

木暮ゼミ 

羽村市生涯学習センターゆとろぎにて、杏林・羽村コモンズを開催！ 

 今回のコモンズは、羽村市との包括協

定締結から5年となる節目の年であった

ことから開催に至りました。羽村市は学

生の教育のフィールドとなっており、多

くの連携事業紹介の展示をはじめ、学

生発表やトークセッション、公開講座を

実施しました。 

 1日目は羽村市長や羽村市議会議長、

本学副理事長、学長、副学長、COC事

業の外部評価委員など多くの方にお

越し頂きました。並木市長からは、杏林

大学との連携が羽村市民の生涯学習

の原点となる取り組みであることが挨拶

され、学長、副理事長からも今後も連

携を深めることの大切さをお話しいただ

きました。 

 

 

 その後に行われた学生と指導教員に

よる活動報告では、総合政策学部木暮

ゼミによる「はむら若者フォーラム」、保

健学部石井先生と理学療法学科の学

生による「スポーツ機会の提供プログラ

ム」、外国語学部井手ゼミによる「商店

街の活性化」、同じく坂本ゼミによる「羽

村の外国人観光客増加についての提

案」に関する発表がありました。学生た

ちは来場者を巻き込みながら、地域の

方と協力して進めた多くの取り組みに

ついて自信を持って発表していました。 

 2日目は4講座を開講し、4学部の知

の資源を市民の方へ提供しました。 

両日ともに100名を超える方にお越し

頂き、大盛況のうちに終了しました。 



•行政、大学、市民が語り合うトークセッションの実施！（9/12、1日目） 

•時代と住民ニーズにマッチした公開講座（9/13、2日目） 

•展示ブースにて杏林×羽村の活動報告（両日） 
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Takeout Campus（公開講座） 
 
 2日目は各学部より4コマの公開講座が行われました。1
限目の副学長、スノードン先生は「日本語のローマ字、外
国語のカタカナ書き」をテーマに、表記上の注意を講演く
ださいました。2限目の総合政策学部岩隈先生は今話題
の「プライバシー・個人情報保護とマイナンバー制度」を取
り上げました。続いて、救急救命学科の千田先生による
「災害から命を守るための救急法」では、先日起こった豪
雨による堤防決壊などを盛り込み、いかに対応するかをお
話しいただきました。4限目は医学部の吉田先生により、
「病気にかかりにくい生活習慣―がん・心筋梗塞・脳卒中
―」を取り上げ、受講者は興味深く耳を傾けていました。ど
の科目も定員を上回る人気となり、盛況のうちに終了しま
した。 
 

トークセッション 
 
 1日目は、大学・市民・行政より代表
者1名ずつにご参加頂き、トークセッ
ションを開催しました。市民より、羽村東
口商店会の佐藤さん、本学より外国語
学部古本先生、行政より、羽村市企画
総務部長の井上さんにご参加頂き、総
合政策学部の進邦先生のコーディ
ネートの元、活発なやり取りが行われま
した。 

 各パネリストより、学生が羽村で活動
していることに対する良い点が挙げら
れ、「学生の未完成の良さ」や「商店会
の人のやる気へつながっている」という
話もあり、連携を結んでいる本学の学
生が果たす役割が大きいことを改めて
感じました。 

 

 
◆かわら版についてのお問い合わせ  
杏林大学 地域交流課 渡辺・依田 
Tel    
Fax  
Mail       
  

042-691-8725（内1105） 
042-691-3809 
area@ks.kyorin-u.ac.jp 

地域活動の報告（展示） 
 
 展示スペースでは、地域活動を紹介する
かわら版や、「地域と大学」での学生のグ
ループワークの展示を行いました。羽村と
の連携事業であるAED講習やはむら健康
の日、杏林ポストについての紹介も行いま
した。来場された方々は連携事業に参加頂
いている方も多く、参加した取り組み以外の
ものなども興味を持って 
ご覧いただくことが 
出来ました。 左から 

進邦教授、井上部長、佐藤様、古本准教授 

スノードン副学長 

岩隈准教授 

千田講師 
吉田講師 

授業の際のグループワークを展示！ 


